
ものづくり企業のための 
医療産業参入のポイント３ 

 

～医療を支える機器開発へ！現場が求める医工連携とは～ 
      

日本政府は成長戦略の主要テーマの１つに医療産業を選定しました。 

「日本再興戦略」には、2020 年の医療関連産業の市場規模を 16 兆円に拡大する（現状 12 兆円）と謳われてお

り、医療機器に係わる主要府省も日本のものづくり力を活かした医療機器の創出を強力に推進しています。 

しかしながら日本の優れたものづくり技術は、医療機器分野で成長する大きなポテンシャルを持っているにもかか

わらず、医療現場が有する課題やニーズが、ものづくり現場に行き届いていないことも事実です。 

本セミナーでは、医療現場の方より、医工連携による機器開発の推進に向けた「医療現場が求める医療機器ニーズ」

や「医療現場の現状」について解説いたします。 

これから医療産業への参入を検討する企業や、既に医療用の部品やユニットを供給している企業、医療機器等を開

発している企業の方はぜひご参加下さい。          

平成２８年 ７月７日（木）１８：３０～２０：００ 
会 場：相模原市民会館 ２Ｆ 第２大会議室 （相模原市中央区中央３－１３－１５） 

受講料：無 料   定員：５０名 主催：相模原商工会議所工業部会ＧＥＴプロジェクト 
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【お問合せ・お申込】 

相模原商工会議所 産業振興課 高井 

ＴＥＬ ０４２－７５３－８１３６ / Mail t-takai@sagamihara-cci.or.jp 

 講 師  
 

東京慈恵会医科大学 

外科学講座 

教授 森川 利昭 氏 

 セミナー概要  
 
・医療機器開発と医療現場の状況 
・医療現場の課題とニーズ 
・医療の立場から見た医工連携 
・ものづくり企業に期待されること 

※内容は予告なく変更になる場合があります。 

 
〈講師紹介〉 
昭和 52 年長崎大医学部卒業後、国立がんセンター病院（現国立がんセンター中央病院）外科、国立療養所松戸病院（現国立がんセ
ンター東病院）外科などを経て、昭和 60 年に北里研究所病院外科医長、平成 9 年に北海道大学医学部第⼆外科講師、平成 17 年に
は東京慈恵会医科大学教授に就任。呼吸器外科医、胸腔鏡手術の開発にかかわり 25 年、手術経験約 5000 件。最先端の胸腔鏡手術
システムの構築を目指している。 

 


